
© 2019 OKAYAMA GAKUGEIKAN HIGH SCHOOL. ALL RIGHTS RESERVED 

2743 岡山学芸館高等学校

ＳＧＨ運営部長 橋ヶ谷 多功

グローバル社会に貢献できる
リーダー育成のための研究開発
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■構想概要について
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■対象科コースについて

科コースの編成とＳＧＨ対象 特性 対象生徒数

普通科

清秀高等部 ６ヵ年教育専用コース ７４名

医進コース
旧帝大、最難関私大、医学科
※理系特化型カリキュラム ５４名

スーパーＶコース 旧帝大、最難関私大 ２４０名

特別進学コース 難関大学 ４１５名

進学コース 文武両道による進学 ５４９名

英語科 ２年次に１ヵ年留学 ７９名

ＳＧＨ対象生徒数 ８６２名

多様な生徒に対するカリキュラム開発研究
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■グローバル課題研究Ⅰの特徴

＜ １年次の目標 ＞
グローバル・マインド（多様性への理解）と論理的思考力の育成

①目的意識を持った高大連携授業で
課題研究に必要な倫理観を醸成。

②ＳＧＨ担当教員が教材を作成し、
毎年改定を加える。

③対象クラスをＳＧＨ専用クラスに全シャッフ
ルし、１００分授業で展開。
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■グローバル課題研究Ⅱの特徴

＜ ２年次の目標 ＞
Action Planの策定と実行を通した５つの資質の習得

①机上で終わらせない課題研究の実施。
（必ずAction Planを策定し、実行する。）

②１４のゼミナールを開講し、生徒の興味関
心に沿った課題研究を実施。

③ゼミ活動費を予算計上し、指導者の自由
な指導を促す。

④外部連携の推進（ＮＰＯ、行政、大学等）
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■グローバル課題研究Ⅲの特徴

＜ ３年次の目標 ＞
研究活動の振り返りを通した研究活動の再策定

①２年次の研究の再策定を行う。

②成果物の提出を必須とする。
（Action Report、研究ポスター）

③研究活動の集大成として、外部コンテスト
に積極的に参加する。
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■課題研究と海外研修の関連性

①海外研修（海外フィールドワーク）

１年生：現地調査を目的
２年生：実践活動を目的

年２回の
ＦＷ

②課題研究との関連性
・社会課題を自分の力で発見する
・全てのアンケート項目で２０%ＵＰ
（５つの資質を計るアンケート）
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■評価方法

①５つの資質能力の間接的評価
→グローバルアンケート（５４項目）

②５つの資質自己成長評価
→自己成長評価ルーブリックの作成

③課題研究評価
→課題研究ルーブリックの作成



自己の成長 チームの成長 校外への広がり 世界への広がり観点

相手の意見を尊重した上で、自らの
意見をはっきりと相手に伝えること
ができている状態。また、CEFR A2
以上の英語力を有している状態。

課題研究や興味関心を深めるため
に、NPOや企業に相談・助言をもら
えている状態。またCEFR A2以上の
英語力を有している状態。

Stage１ Stage２ Stage３

校外の課題研究発表会や勉強会に参
加し、自らの想いや考えを英語で発
表したり伝えたりすることができて
いる状態。

協働力

課題研究やグループワークを行う
際、自分の役割を捉え、チームのた
めに行動することができている状
態。

課題研究やグループワークを行う
際、全員の役割分担を明確に把握
し、自らの役割を全うできている状
態。

課題研究や興味関心を深めるため
に、国内のNPOや企業等の外部機関
と協力体制を構築するために行動で
きている状態。

課題研究や興味関心を深めるため
に、国外のNPOや企業等の外部機関
と具体的な協働方法を構築するため
に行動できている状態。

実践力

校内で募集しているボランティア活
動や校内行事実行委員会（文化祭実
行委員、体育祭実行委員）または、
社会貢献活動に参加している状態。

校内で募集しているボランティア活動や
校内行事実行委員会（文化祭実行委
員、体育祭実行委員）または、社会貢
献活動に対して、継続的（年間複数回）
に参加できている状態。

校外の課題研究発表会や勉強会に参
加し、自らの想いや考えを発表した
り伝えたりすることができている状
態。

Stage４

岡山学芸館SGH　自己成長評価ルーブリック

課題研究を深めるために、国外の機
関と協力交渉が実現できている状
態。また、CEFR B1以上の英語力を
有している状態。

グローバルマインド

問題解決力

興味のある社会課題に対して、その
問題の構造を分析し、理解すること
ができている状態。（問題の原因に
ついて理解できている状態。）

興味のある社会課題の構造を理解し
た上で、その解決に必要な行動策定
を考えることができる状態。

興味のある社会課題の解決（研究活
動）のために行動策定を校外の外部
機関と連携して行えている状態。ま
たは協力を得られている状態。

興味のある社会課題の解決（研究活
動）のための行動をカンボジアで実
践することができている状態。

他国で起こっている社会課題が自分
との関連性があることを理解し、グ
ローバルマインドを自分なりに定義
できている状態。

他者の考え方や捉え方を他者の価値
観を基に理解することができている
状態。他者を否定せず受け入れるマ
インドを持てている状態。

社会課題の解決のために、他者同士
が協働、協力していかなくてはいけ
ないことを理解し、校外活動に対し
て積極的に参加できている状態。

海外の社会課題に対して、自らの
テーマからの視点に留まらず、多面
的に捉え、理解することに努めるこ
とができている状態

評価レベル

交渉型
コミュニケーション

能力

自らの意見をはっきりと相手に伝え
ることができている状態。また、英
語を用いて意見交換をするスキルが
大切であると感じている状態。
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■評価方法とエビデンスの収集

①５つの資質能力の間接的評価
→グローバルアンケート（５４項目）

②５つの資質自己成長評価
→自己成長評価ルーブリックの作成

③課題研究評価
→課題研究ルーブリックの作成



研究の考察

自分達の先行研究、問題意識、
Action、効果測定のすべての素材が
そろっていることを確認できている
状態。

問題意識（リサーチクエスチョン）
の答えとなる結論を、データに基づ
く事実（根拠）としてまとめられて
いる状態。

得られたデータ（事実）から新たな
問いを発見し、次年度に向けた引き
継ぎ事項がまとめられている状態。

すべての成果物の作成が完了し、自
分達の研究活動のすべてが可視化さ
れている状態。

Action Planの実行

問題意識に対応した行動になってい
るか確認ができている状態。また、
外部連携機関が決定している状態。

活動の日時、場所が決定しており、
行動の準備がすべて整っている状
態。

実際に行動を行い、活動状況をポー
トフォリオ化できている状態。（活
動履歴を残せている）

実際に行った行動を振り返り、その
効果を測定し始める準備が整ってい
る状態。（取得したデータの整理が
できている状態。）

Actionの効果測定

自分達が取得し整理したデータか
ら、問題意識に従ったデータを抽出
できている状態。

抽出したデータの関連性を明らかに
し、グラフ等により適切にデータの
可視化が行われている状態。

抽出したデータの関連性を明らかに
し、問題意識に呼応したものである
ことを論理的に明らかにできている
状態。

今一度、問題意識の設定から行動、
効果測定までを整理し直し、論理的
な道筋が立てられているか確認でき
ている状態。

問題意識の設定

興味関心が定まっており、何に対し
て研究活動するのかがイメージでき
ている状態。

先行研究で何を行うのかが明確に
なっている状態。（読む本、論文、
調べるデータ等が分かっている）

先行研究を通して、研究を行う社会
課題が客観的に立証できている状
態。（問いが問いとして成立してい
る状態）

研究タイトルおよびサブタイトルが
が決定しており、明確に課題研究の
問題意識を他者に説明できる状態。

Action Planの策定

問題意識がある程度明確化されてお
り、その解決にあたりどのような活
動が効果的であるか議論できている
状態。

問題意識をある程度明確化されてお
り、自分達が、どこに、何を、どう
やって活動するのかが議論できてい
る状態。

問題意識が明確化しており、どこ
に、何を、どうやって活動するのか
が決定している状態。また、効果測
定の議論ができている状態。

問題意識が明確化しており、どこ
に、何を、どうやって活動するの
か、また効果測定の準備が完了して
いる状態。

岡山学芸館SGH　課題研究ルーブリック

評価レベル Stage１ Stage２ Stage３ Stage４
観点 準備 行動 チェック 明確化
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■教科のＳＧＨ化

①指導法の改革
・理科、情報、国語、公民、英語

②カリキュラムの改訂
・コミュニケーション英語
・国語の論理力向上

③受験指導の改革
・論理性を意識した受験指導の推進
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■カリキュラム開発研究の成果と普及

①小中学校への連携活動
→5校7回の連携活動を実施
②公式Facebookの活用
→平均リーチ数1200
③英語力の向上
→CEFRB1以上39％（卒業時）
④研修参加者の向上
→国内FW：166名 海外研修：138名
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■カリキュラム開発研究の成果と普及

⑤高大連携特別プログラムの開始
→３年間の継続プログラム
⑥ＮＰＯと協働した独自プログラム
→ソーシャル・リーダーシップキャンプ

⑦海外受け入れ生徒数の向上
→長期35名、短期216名の受け入れ

ＳＧＨの取り組みを通して外部とつながり
新たな広がりを生んでいる。
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■課題意識

「将来国際的職業で世界で活躍したい」
という質問項目に対する意識の低さ。

意識の向上は２年生がピークであり、３
年生では下降する傾向がある。

課題①

課題②
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■課題意識への対策

課題の解決策
生徒の主体的な研究活動の推進

教員のファシリテーター化
ルーブリックの更なる活用
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ご清聴ありがとうございました。
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